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⑷
煙
突
高

　
排
ガ
ス
に
よ
る
周
辺
地
域
の
大
気
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
年
間
の
風
向
き
、
風
力
、

大
気
中
の
物
質
濃
度
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
煙
突
の
高
さ
に
よ
る
濃
度
の
違
い
を

算
出
し
、
煙
突
の
構
造
、
施
工
性
、
景
観
性
な
ど
を
加
え
て
検
討
し
た
結
果
、
煙
突
高
を
59
メ
ー
ト

ル（
煙
突
天
端
標
高
６
８
０
メ
ー
ト
ル
）と
し
ま
し
た
。

⑸
防
災
機
能

　
市
民
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
う
施
設
と

し
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
対
し
て
、
十
分
な

防
災
機
能
を
確
保
し
ま
す
。

　
大
き
な
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
施
設
を
強
靭

化
し
、
停
電
時
で
も
施
設
を
稼
働
さ
せ
て
、
発
電
や

熱
供
給
の
行
え
る
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
は
、
避
難
所
と
し
て
機
能
す
る
よ
う

食
糧
や
水
、
毛
布
な
ど
防
災
備
蓄
品
の
確
保
も
行
い

ま
す
。

⑹
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
方
針

　
焼
却
に
よ
っ
て
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
発
電
を
行
い
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
必
要
な
電
力
を
賄
い
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
な
ど
に
よ
り
脱
炭
素
社
会
に
適

合
し
た
施
設
に
し
ま
す
。

　
併
せ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
な
く
有
効
利
用
す
る
た
め
、
近
隣
施
設
へ
の
蒸
気
供
給
、
施
設
内
の

融
雪
装
置
の
設
置
に
よ
る
焼
却
熱
の
直
接
利
用
な
ど
も
継
続
す
る
予
定
で
す
。

上空からのイメージ

新上野橋からのイメージ

大気中の有害物質の調査（東山台公民館）

焼却熱を利用したエネルギー活用の仕組み

　ごみは焼却炉で
燃やされ、熱が発
生します。

　発生した熱で、
水を加熱し、高温
高圧の蒸気を発生
させます。

　発生した高温高圧の蒸気
をタービンの羽根に当てる
ことでタービンを回転さ
せ、発電機を回すことで電
気を発生させます。

蒸気タービン（内部・羽根） 蒸気タービン（外観）

私たちの新しい「ごみ焼却施設」の概要




